
２０１１年２月８日                 ノイエスだより 

ノ
イ
エ
ス
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よ
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ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
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前
橋
市
元
総
社
町
六
七
番
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電
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出
勤
の
途
中
で
見
え
る
浅
間
山
は
美
し
く
朝
陽
を
あ
び
て
白
く
輝
い
て
い
ま
す
。 

ニ
ュ
ー
ス
で
は
鹿
児
島
、
宮
崎
県
境
の
霧
島
連
山
・
新
燃
岳
の
爆
発
的
噴
火
が
毎
日
放

映
さ
れ
、
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
以
前
に
出
版
の
関
係
で
一
七
八
三
年
に
浅

間
山
が
大
爆
発
を
起
し
た
文
献
に
あ
た
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
年
は
四
月
上
旬

か
ら
活
動
を
始
め
五
月
、
六
月
と
一
ヶ
月
ご
と
に
噴
火
と
小
康
状
態
を
繰
り
返
し
、
日

を
追
う
ご
と
に
間
隔
が
短
く
な
り
七
月
六
日
か
ら
八
日
の
三
日
間
で
大
災
害
を
起
し

ま
し
た
。
現
在
の
鬼
押
し
出
し
方
向
に
溶
岩
流
が
北
東
方
向
に
火
砕
流
が
発
生
、
三
ヶ

月
続
い
た
活
動
で
山
腹
に
堆
積
し
て
い
た
大
量
の
噴
出
物
が
爆
発
・
噴
火
の
振
動
に
耐

え
き
れ
ず
崩
壊
し
、
土
石
な
だ
れ
と
な
っ
て
高
速
で
山
麓
の
大
地
を
削
り
な
が
ら
嬬
恋

村
鎌
原
と
長
野
原
の
一
部
を
崩
壊
さ
せ
、
吾
妻
川
に
流
れ
込
み
、
さ
ら
に
大
洪
水
と
な

っ
て
吾
妻
川
の
村
を
飲
み
込
み
本
流
と
な
る
利
根
川
に
ま
で
入
り
込
み
、
さ
ら
に
は
現

在
の
前
橋
ま
で
被
害
が
お
よ
ん
だ
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
利
根
川
は
押
し
流
し
た

も
の
全
て
を
下
流
の
江
戸
川
に
ま
で
打
ち
上
げ
、
こ
の
時
の
死
者
は
約
一
五
〇
〇
人
に

達
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
天
明
三
年
の
浅
間
山
大
噴
火
に
つ
い
て
は
、
萩
原
進
「
浅
間

山
風
土
記
」
や
立
松
和
平
「
浅
間
」
で
当
時
の
こ
と
が
よ
く
理
解
出
来
ま
す
。 

友
人
と
会
う
と
「
群
馬
は
地
震
や
洪
水
な
ど
の
災
害
も
な
く
て
本
当
に
い
い
所
だ
」
と

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
浅
間
の
大
規
模
な
山
体
崩
壊
と
崩
壊
土
砂
が
流
出
し

た
痕
跡
が
前
橋
市
の
台
地
上
に
厚
い
堆
積
物
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
と
遠
く
新
燃
岳
の
噴
火
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
は
突
然
の
こ
と
で
、
毎
日
の
生
活
が
一
変
し
ま
す
。 

ま
た
、
人
の
身
体
も
年
齢
と
と
も
に
突
然
痛
み
を
感
じ
た
り
、
不
調
を
感
じ
た
り
、
心

身
に
変
化
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
二
年
前
か
ら
は
人
間
ド
ッ
ク
を
定
期
的
に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
献
血
で
自
分
の
血
液
の
状
態
も
わ
か
り
ま
す
。
先
日
、
初
め

て
胃
カ
メ
ラ
で
検
査
を
し
て
自
分
の
身
体
の
内
部
を
見
ま
し
た
。
医
療
の
発
達
に
は
驚

く
ば
か
り
で
す
が
、
医
師
の
説
明
と
映
像
を
見
な
が
ら
自
分
の
臓
器
を
見
る
状
況
は
何

と
も
奇
妙
な
感
じ
で
し
た
。
開
胸
・
開
腹
手
術
や
内
視
鏡
で
お
こ
な
わ
れ
る
手
術
な
ど

医
療
現
場
は
素
人
か
ら
す
る
と
未
来
映
像
の
よ
う
で
す
。 

普
段
の
生
活
を
安
心
し
て
す
ご
せ
る
よ
う
に
健
康
管
理
に
は
充
分
気
を
つ
け
た
い
も

の
で
す
。
そ
れ
に
は
充
分
な
睡
眠
、
バ
ラ
ン
ス
の
整
っ
た
食
事
を
摂
り
、
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
よ
う
・
・
・
こ
れ
は
心
が
け
て
も
ち
ょ
っ
と
無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、 

心
に
ゆ
と
り
を
持
つ
よ
う
心
が
け
る
程
度
で
ス
ト
レ
ス
は
な
ん
と
か
な
る
か
も
・
・
・
。

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
温
泉
に
浸
か
っ
た
り
、
映
画
を
見
に
行
っ
た
り
、
音
楽

を
聴
い
た
り
、
旅
を
し
た
り
、
そ
ん
な
気
分
転
換
で
解
消
出
き
る
で
し
ょ
う
。（
武
藤
） 

〈
ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
展
覧
会
〉 

 

ガ
ラ
ス
と
土
と
木
の
展
覧
会 

〈
企
画
〉 

馬
越
寿
（
ガ
ラ
ス
）・
金
井
君
江
（
ト
ン
ボ
玉
）・
木
村
明
（
ガ
ラ
ス
） 

小
林
一
夫
（
木
工
）
・
中
村
利
喜
雄
（
陶
芸
） 

 

二
月
十
九
日
（
土
）
～
二
月
二
十
七
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時 

  

＊
ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
画
廊
）
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
に
よ
り
三
月
上 

 

旬
は
休
廊
し
て
お
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
土
、
日
曜
日
以
外
は 

 

交
代
で
出
勤
し
て
い
ま
す
。
ご
用
の
方
は
、
事
前
に
お
電
話
で
ご 

 

確
認
の
上
、
お
出
か
け
下
さ
い
。 

  

和
久
井
英
明
油
彩
画
展 

〈
企
画
〉 

 

三
月
十
九
日
（
土
）
～
三
月
二
十
七
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時 

  

ノ
イ
エ
ス
講
座 

本
間
教
室
の
ご
案
内 

「
量
子
力
学
―
極
限
の
世
界
を
律
す
る
も
の
」 

 
講
師 

 

本
間
重
雄
先
生 

 

第
一
回 

 

二
月
十
六
日
（
水
）
午
後
二
時
～ 

第
二
回 

 

三
月
十
六
日
（
水
）
午
後
二
時
～ 

第
三
回 

 

四
月
二
十
日
（
水
）
午
後
二
時
～ 

 

会
場 

 
 

ノ
イ
エ
ス
朝
日 

ス
ペ
ー
ス
１ 

受
講
料 

 

一
回 

一
〇
〇
〇
円
（
ド
リ
ン
ク
付
） 

ご
予
約
は
展
覧
会
会
期
中
に
お
電
話
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。 

電
話 

０
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２
５
５
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３
４
３
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お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
井
上
肇
画
集
」
を
ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
ご
購
入
さ
れ
た
方
は
、
展

覧
会
会
期
中
に
ノ
イ
エ
ス
朝
日
ス
タ
ッ
フ
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

〈
県
内
の
展
覧
会
案
内
〉 

 

相
原
求
一
朗
展 

桐
生
・
大
川
美
術
館 

 

～
春
を
待
ち
な
が
ら
～ 

 

電
話
０
２
７
７
・
４
６
・
３
３
０
０ 

三
月
二
十
七
日
（
日
）
ま
で 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分 

休
館
日 

月
曜
日
（
三
月
二
十
一
日
は
開
館
）
三
月
二
十
二
日 

入
館
料 

一
般
一
〇
〇
〇
円 

 

川
越
市
生
ま
れ
、
戦
後
は
猪
熊
弦
一
郎
に
師
事
、
新
制
作
協
会
に
出

品
し
続
け
、
取
材
で
訪
問
し
た
北
海
道
の
大
地
に
衝
撃
を
受
け
、
北

海
道
の
大
地
を
一
貫
し
た
モ
チ
ー
フ
で
描
く
よ
う
に
な
り
詩
情
溢
れ

る
画
面
は
不
思
議
な
世
界
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。 

冬
季
休
館
中
で
あ
る
北
海
道
の
相
原
求
一
郎
朗
美
術
館
収
蔵
作
品
を 

中
心
に
約
六
十
点
展
示
。
桐
生
の
街
を
楽
し
み
な
が
ら
お
出
か
け
下

さ
い
。 

  

中
島
た
か
子
「
絵
画
七
宝
・
ア
ー
ト
ジ
ュ
エ
リ
ー
」
展 

二
月
二
十
四
日
（
木
）
～
三
月
一
日
（
火
） 

午
前
十
時
～
午
後
六
時 

高
崎
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ 

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ 

連
絡
先 

０
２
７
６
・
３
７
・
８
６
３
９ 

Ｙ
Ｏ
Ｕ 

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ 

０
２
７
・
３
２
４
・
１
１
２
０ 

 

第
二
回 

お
お
た
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
１ 

三
月
五
日
（
土
）
～
三
月
十
三
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
六
時
（
最
終
日
は
午
後
五
時
） 

太
田
市
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
・
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

入
場
無
料 

問
い
合
わ
せ 

０
２
７
６
・
４
８
・
６
２
８
０ 

 

出
品
作
家 

赤
穂
美
恵
子
（
新
潟
） 

 

今
成
建
史
（
太
田
） 

 
 
 
 
 

河
内
世
紀
一
（
伊
勢
崎
） 

株
田
昌
彦
（
宇
都
宮
） 

 
 
 
 
 

小
松
原
洋
生
（
太
田
） 

 

児
玉
士
洋
（
八
王
子
） 

 
 
 
 
 

島
田 

毅
（
太
田
） 

 
 

新
冨
正
弘
（
太
田
） 

 
 
 
 
 

高
崎
葉
子
（
港
区
） 

 
 

津
久
井
信
幸
（
太
田
） 

 
 
 
 
 

長
島
正
志
（
太
田
） 

 
 

ば
ん
ば
あ
つ
ん
ど
（
太
田
） 

 
 
 
 
 

馬
込
次
雄
（
太
田
） 

 
 

松
本
安
良
（
水
戸
） 

 
 
 
 
 

丸
尾
康
弘
（
桐
生
） 

 
 

森 

竹
巳
（
太
田
） 

 

＊
展
覧
会
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
直
接
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。 


